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※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

105‒101 中学校 音楽 器楽合奏 第１〜３学年

※発行者の番号・略称※教科書の記号・番号 ※教科書名

27　教芸 器楽　027-72 中学生の器楽

編修趣意書
（教育基本法との対照表）

編修の趣旨
　私たちは音楽科の学習を通して、生徒に「このような資質・能力を育みたい」と願いました。

音楽を通して社会と関わりながら豊かな人生を切り拓く力。
音楽の幅広い知識や技能。
主体的・対話的で深い学びの実現によって得られる、汎用性の高い学力。

　こうした課題に取り組むために、次のようなことに留意して編修しました。

さまざまな音楽文化に 
触れられるようにします。
我が国や諸外国に伝わるさまざまな音楽に
触れ、そのよさを感じ取りながら、
表現活動に取り組みます。

3つの
基本方針

基 本 方 針

音楽の幅広い
知識や技能を 

獲得できるようにします。
楽器の特徴などの知識や、表現活動をするための

技能を確実に獲得できるように、
さまざまな工夫を凝らしました。

基 本 方 針 2
主体的・対話的で

深い学びを促します。
生徒が課題意識をもって友達と対話し、

協働しながら学習することで
学びを深めます。

基 本 方 針 3

編修の基本方針 1.
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2

和楽器による表現活動を通して、我が国の伝統的な音楽のよさに触れます。1

p.34・35

p.59 日本の伝統音楽の楽器編成

p.56・57

さまざまな音楽文化に触れられるようにします。
我が国や諸外国に伝わるさまざまな音楽に触れ、そのよさを感じ取りながら、
表現活動に取り組みます。

1
基 本 方 針

さまざまな音楽と楽器とのつながりを
知ることができます。



3

見やすく、スッキリとした紙面により、スムーズな学習を実現します。2

音楽の幅広い知識や技能を獲得できるようにします。
楽器の特徴などの知識や、表現活動をするための技能を確実に獲得できるように、
さまざまな工夫を凝らしました。

2

たくさんの写真や図版を用い、分かりやすく説明しています。1

基 本 方 針

インクルーシブ教育の実現を目指し、特別支援教育や多様な色覚特性などの観点から、
基本的に白を基調とした紙面にするとともに、情報の配置の仕方も工夫しました。

p.64・65

p.30・31

p.60・61

S AM P L E
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ギターのダイヤグラム
奏者側から見た運指の模式図を併用し、より分かりやすく示しました。

特に意を用いた点

キャラクターが主体的・対話的な学習をサポートします。1

p.55

p.102

主体的・対話的で深い学びを促します。
生徒が課題意識をもって友達と対話し、協働しながら学習することで学びを深めます。3

基 本 方 針

p.85
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻頭口絵

打楽器奏者、ドラマーの石若 駿さんのインタビューを通して、楽器やリ
ズムを通して自分の思いを表現することの大切さを感じ取ることができ
るようにしました。（第二号）

p.2・3

人が楽器を演奏するということについて考え、社会とのつながりの中で
理解できるようにしました。（第四号） p.4・5

リコーダー　〜　打楽器

各楽器の特徴や基本的な奏法を理解することができるように、分かりや
すい写真と説明文を示しました。（第一号） p.10〜 67

器楽の活動における表現の工夫など、音楽科の学力を高めることのでき
る教材を配置し、その学習手順を示しました。（第一号）

p.16・17
p.54・55
p.80・81
p.84・85

和楽器を活用した学習活動を通して、我が国の伝統的な音楽に親しみ、
そのよさを味わえるようにしました。（第五号） p.34〜 62

生徒一人一人の創造性を育成するために、創作の教材を含めました。（第
二号） p.43

諸外国の音楽で使用する楽器を紹介し、それらを用いる音楽によりいっ
そう親しめるようにしました。（第五号） p.63〜 67

グループ活動の中で、協働しながら学習を進められるような教材を含め
ました。（第三号）

p.16・17
p.54・55

アンサンブル

グループ活動の中で協働しながら学習を進めることのできる教材を含め
ました。（第三号）

全般
特に
p.80・81
p.84・85

我が国の伝統と文化を尊重する態度を育成するために、我が国の伝統的
な音楽やその手法を用いた教材を掲載しました。（第五号） p.92〜 95

生徒一人一人の創造性を培うために、リズムをつくったり、即興的に演
奏したりすることのできる教材を掲載しました。（第二号） p.88・89

楽器で Melody
さまざまなジャンルの名曲の旋律をリコーダーや和楽器などで演奏し、
それらに親しめるようにしました。（第一号） p.96〜 99

資料

我が国の伝統と文化を尊重する態度を育成するために、我が国の伝統音
楽にどのような楽器が使われているかを示しました。（第五号） p.59

和楽器を演奏している中学生の姿を紹介することによって、我が国の伝
統的な音楽や楽器に親しみをもてるようにしました。（第五号） p.107

対照表2.
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※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

105‒101 中学校 音楽 器楽合奏 第１〜３学年

※発行者の番号・略称※教科書の記号・番号 ※教科書名

27　教芸 器楽　027-72 中学生の器楽

編修趣意書
（学習指導要領との対照表）

編修上特に意を用いた点や特色 1.

「器楽」の学習活動を通して「学び」を確実に行えるように、一部の教材に「学習目標」や「活動文」等の
他、「学びのコンパス」を示しました。

学習指導要領に示された内容を確実に学習することができます。1

さまざまな楽器の奏法や基本的な技能を分かりやすく説明しました。段階を踏んで無理なく取り組むことが
できます。

楽器の奏法や基本的な技能を確実に習得することができます。2

p.16・17

p.84・85

活動文

学習目標

p.20・21

p.14・15
p.18・19

音楽を
形づくっている

要素

考えたいポイント
音楽的な見方・考え方を働かせて学習するために、
この教材で特に考えたいポイントを例示しています。

p.23

学びのコンパス

S AM P L E



2

和楽器奏者の方々から、専門家ならではのメッセージをいただきました。

3

さまざまな編成やジャンルの合奏曲を掲載しました。4

p.34

和楽器への興味・関心が高まるよう、エキスパートの方々からの
メッセージを掲載しました。

p.44

p.50

p.60p.56

さまざまな楽器による編成や、多彩なジャンルの音楽に触れられる合奏曲を掲載しました。
p.72 p.74 p.82

p.86 p.87 p.92

S AM P L E

S AM P L E

S AM P L E

S AM P L E



3

学習のきっかけとなる特集ページを掲載しました。

器楽の活動への意欲を引き出す口絵を掲載しました。6

器楽の学習をサポートするための資料を豊富に掲載しました。

分かりやすい資料を豊富に掲載しました。5

p.102・103

p.104・105

ギター／キーボード コード表

楽器の図鑑

p.2・3 p.107打楽器奏者のインタビューを通して、楽器を演奏することへの
興味関心を高めます。

和楽器の合奏に取り組む中学生を
紹介します。
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基
本
事
項

教育基本法の遵守

⃝教育基本法第二条の「教育の目標」を達成するため、次のような点を重視して
編修しました。

①音楽を愛好し、音楽によって生活を豊かにする心を育む。
②音楽科の確かな学力を育む。
③主体的・対話的に学習に取り組む態度を育てる。

学習指導要領の遵守
⃝学習指導要領に示された音楽科の目標を踏まえ、指導すべき内容項目は漏れな

く掲載しました。

内
　
　
　
容

系統性
⃝全学年を通して、学習指導要領の内容に示された学習を段階的に進められるよ

う教材を選択、配列しました。

配列・分量
⃝各学校における楽器の整備状況や各楽器を扱う時数等を考慮して、掲載する順

序や分量を設定しました。

学習意欲・主体性の育成
⃝目次とは別に、「器楽」と「創作」について、１年間の学びを俯瞰することがで

きるページを掲載しました。（p.8・９）

リコーダー　〜　打楽器
⃝各楽器の特徴を理解し、その表現活動に必要な奏法、身体の使い方などの技能

を習得できるように内容を精選しました。（p.10 〜 67）

創作教材
⃝箏による表現活動と関連させて、スムーズに創作の学習に結び付けられるように

しました。(p.43)

〔共通事項〕
⃝一部の教材には、その教材を学習する際の目安となる〔共通事項〕に示された「音

楽を形づくっている要素」を示しました。（p.16、54、80、84）

主体的・対話的で深い学び
⃝吹き出しなどで生徒の思考や判断を例示することによって、生徒の「思いや意

図」を生かしながら「主体的・対話的で深い学び」を実現できるようにしました。
（p.43、55、81、85）

伝統文化の尊重
⃝我が国の伝統的な音楽に親しみながら、それらのよさを感じ取り、愛着をもつこ

とができるようにしました。（p.34 〜 62、p.92 〜 95、p.98・99、p.107）

国際理解
⃝特に「打楽器」のセクションでは、諸外国の民族楽器も取り上げ、諸外国の音

楽文化に対する理解も深められるよう配慮しました。（p.63 〜 67）

社会とのつながり
⃝生活や社会の中の音や音楽について知り、それらと自分たちとのつながりを実感

できる特集ページを設けました。（p.4・5、107）

そ
の
他

ICT 機器の活用
⃝紙面上の二次元コードを読み取ることによって、学習に役立つコンテンツへアク

セスして閲覧、視聴できるようにしました。

特別支援教育への配慮

⃝特別支援教育の専門家から助言を得て、活動文の配置を工夫するとともに、見
やすく分かりやすい紙面になるよう配慮しました。

⃝色覚問題の専門家から助言を得て、色の見分けがつきにくい生徒の色覚特性も
考慮した配色を採用しました。

文字・印刷・製本

⃝ユニバーサルデザインフォントを大部分に使用することで、可読性、可視性が
高まるよう配慮しました。

⃝印刷は鮮明であり、製本は安全で堅牢な「アジロ製本様式」を採用しました。

教科書の特色7
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図書の構成 学習指導要領の内容

ペ
ー
ジ

教材名

器楽 創作 音楽を形づくっている要素

ア イ ウ ア イ ウ 音
色
リ
ズ
ム

速
度
旋
律
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱
形
式
構
成

（ア）（イ）（ア）（イ） （ア）（イ）

10〜15
18〜25

リコーダー ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

16 聖者の行進 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

26〜33 ギター ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

34〜42 箏 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

43 My Melody ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

44〜49 三味線 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

50〜53 太鼓 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

54 風にのって ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

56〜58 篠笛 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

60〜62 尺八 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

63〜67 打楽器 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

71 Edelweiss ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 春 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 I Got Rhythm ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 笑点のテーマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 海の見える街 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 美女と野獣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 トリステーザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 ブルタバ（モルダウ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 千の風になって ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

82 A Whole New World ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 Session Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

86 Bodipa Beats Z ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 大きな古時計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 クラッピング ラプソディ 第１番 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 打楽器のための小品 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

92 MATSURI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 「寄せの合方」によるリズムアンサンブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

96〜99 楽器で Melody ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対照表2.


